
保育園の「砂場」を見なおす

－砂場の実態調査と砂遊びの実践を踏まえて－
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1．はじめに

日本がかつて経験した高度経済成長は、産業の近代化と都市化、情報化の社会を押し進めてい

く中で、身近にあった様々な自然物を喪失させてしまった。その一つが土である。道は隅々まで

舗装され、生活が便利で快適になった分、土という自然を都市や町の生活圏から無くしてしまっ

た。子ども達が、かろうじて土の上に立って遊ぶ、土に触れて遊ぶことができるのは、今や学校、

保育園、幼稚園、児童公園などの限られた場所だけだといっても過言ではない。しかも、学童期

の子ども達は、塾通いや電子ケームの普及、犯罪などの影響で外で遊ぶことが急減し、子どもが

土に触れること自体が減少してしまった。一方、就学前の幼児のほとんどは、幼稚園か保育園に

通っていて、日中、土に触れて遊ぶことができる環境の中にいる。乳児(注'1'も、全国平均2割の

数は、保育園等で生活していて、園庭に設置された砂場などで、土や砂に触れて遊ぶことができ

るのである。

筆者らは、現在、『自然保育研究会』で、「子どものしなやかな心とからだを拓く」をテーマに、

自然環境の土、水、泥が子どもの発達に有効であることを、保育現場での実践を通して明らかに

する研究を重ねている。その研究過程で、上述の通り、かけがえのない土が存在する保育園の園

庭に設置されている砂場に着目した。そもそも砂場は、保育環境としての長い歴史を持ち、乳幼

児の成長発達に必要な遊び場としての役割を果たしてきた。しかし、近年、「砂場でのダイナミッ

クな遊びが見られない」「砂場の衛生管理が大変で、砂遊びが減っている」「子どもが砂にまみれ

たりすることに抵抗を示す親がいる」などの声を耳にするようになり、折角子どもの身近にある

砂場が、気がかりな状況になってきている。

そこで、本研究で、保育園の砂場の利用状況を調べ、砂場の実践を掘り起こし、砂場の今日的

意義を考え、有効で価値ある遊び場となるようにしたいと考えた。

本稿は、砂場遊びを積極的に行っている5保育園を抽出し、砂場の実態調査を行い、その結

果を分析・考察した。また、砂場遊びの実践を二つ取り上げ、分析・考察をした。そして、これ

らをまとめ、砂場の見なおしの方向を示した。
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